
富山県病院薬剤師会定款細則
第１章 　総　　則
第1条　富山県病院薬剤師会定款（以下、定款という）によるもののほかは、本細則（以下、細則という）の規程による。
第2条　細則の変更は、役員会の４分の３以上の同意を得なければならない。
第２章　　会　　員
第3条　正会員となるには、事務局宛に入会を申込み、本会規程の会費を納入することを要する。
　2　正会員は、氏名、住所、勤務先に変更を生じたとき、又は会員の資格を失ったときは事務局に届けなければならない。
　3　正会員が退会しようとするときも前項に準ずる。この場合、退会通知を受けた日をもって退会日とする。
　4　正会員は、年会費として17,000円（日病薬会費8,000円、県病薬会費9,000円）を納入するものとする。
第4条　特別会員となるには、その資格を有するものが、正会員に準じた手続きをとるものとする。
  2　特別会員は、総会に出席することができる。ただし、表決に加わることはできない。
　3　特別会員は、年会費として17,000円（日病薬会費8,000円、県病薬会費9,000円）を納入するものとする。
第5条　賛助会員は、総会に出席することができる。ただし、表決に加わることができない。　
　2　賛助会員は、年会費として17,000円を納入するものとする。
第6条　名誉会員の資格は、終身とし会費の納入を要しない。
2 名誉会員が、病院・診療所に再勤務した場合、希望により正会員に復帰することができる。但し、復帰した日から名誉会員の資格を失う。
　3　名誉会員は、総会に出席することができる。ただし、表決に加わることができない。
第7条　名誉会員は以下の方法で委嘱することができる。
　2 　定款第10条の名誉会員の称号は、次の各号の２以上の条件を満たすものについて理事会で選考し、授与することができる。
　(1)　本会の発展に著しく貢献したもの
　(2)　本会の会長に就任したもの
　(3)　本会の副会長、監事、理事、相談役、顧問に通算15年以上就任したもの
　3　本会の発展に著しく貢献したと認められるものに対しては、前項の規定に関わらず選考の上、名誉会員の称号を授与することができる。
　4　候補者を推薦しようとするときは、役員がその理由を記し、名誉会員推薦書(様式１)で会長宛に届け出る。会長はこれを役員会に諮り、役員会の承認を経て総会に報告する。
　5　名誉会員の称号授与に関しては本会から総会において感謝状を贈呈する。
　6　名誉会員は、本会の企画する行事に参加することができる。
第３章　　専門委員会
第8条　本会会務を円滑に運営するために、以下の専門委員会並びに専門委員(以下「委員」という)をおく。
第9条　委員は、正会員及び特別会員から構成する。
第10条　委員は、会長が指名し、役員会がこれを承認する。
第11条　委員の任期は、２カ年とする。ただし、再任は妨げない。
　2　委員が転退職等により欠損が生じた場合、又は委員会の運営上必要と認めた場合、役員会の承認を受けて、会長が若干名の委員を委嘱することができる。
　3　補欠により就任した委員の任期は、前任者の残任期間とする。
　4　委員は任期満了後も後任者の就任するまではその職務を行う。
第12条　委員長は、会長が指名し、役員会がこれを承認する。
第13条　委員長は、委員会を運営するために、副委員長及び会計等を設けることがでる。その場合、役員会に報告しなければならない。
第14条　委員会は、委員長決定後60日以内に、２年間の活動方針を会長に報告しなければならない。
第15条　任期途中であっても役員会の承認を得れば、委員の罷免を行うことができる。
第16条　委員会は、次に掲げる場合に開催することができる。
　(1)　委員長が必要と認めたとき。
　(2)　役員会が必要と認めたとき。
　(3)　委員の４分の１以上の要求があったとき。
　(4)　委員長が正当な理由なく、前項の請求があった後１ヶ月以内に委員会召集の手続きを行わないときは、請求者は委員会を招集することができる。
第17条　専門委員会を分けて、広報委員会、学術委員会、DI委員会、研修委員会、会報編集委員会、厚生委員会、がん化学療法・緩和ケア研修委員会、感染制御研修委員会　及び総務委員会とする。
　2　広報委員会は、各県病薬の会報の回覧、研修会・研究会等の活動を取材し、その記事を日病薬事務局、薬事新報社等に送付し、病薬会報等にも定期的に掲載する活動を行う。
　3　学術委員会は、会員の資質向上を目的として、疾患と薬物治療の知識、高度化する医薬品の安全使用と副作用防止などを習得する学術講演会の企画・運営を行う。
　4　DI委員会は、「読むくすり箱」の発行、DI研究会の企画・運営を行う。
　5　研修委員会は、薬剤師を対象とした研修会の企画・運営を行う。研修委員会は富山県病院薬剤師会が実施する研修会を全般的に把握し、受講者に不正が認められた場合には、役員会に上申し、研修単位を取り消すことがある。
　6　会報編集委員会は、会員相互の情報交換のための会報を定期的に発行する。
　7　厚生委員会は、会員相互の交流のために研修会等における会員の親睦等の企画・立案を行う。
また、病院薬剤師の確保を目的に富山県病院薬剤師会就職説明会の企画・運営を行う。
　8　がん化学療法・緩和ケア研修委員会は、がん化学療法、緩和ケアなどに関し、知識・技術の向上を図るための研修会、勉強会等を企画・立案・運営するとともに、在宅医療推進のため地域の保険調剤薬局との連携を深める。
　9　感染制御研修委員会は、感染制御に関する業務における問題点等の調査・検討を行い、会員相互の質的向上を目的とした研修会又は勉強会を企画・運営を行う。
10　総務委員会は、事務局の運営・管理、会計事務、会務の庶務、研修ｾﾝﾀｰ関連事務、人材データバンク、実務実習関連事務、及びその他の事務処理全般を行う。また、会員間の情報交換を目的としたメーリングリスト等の管理運営とホームページの企画・運営を行う。
第４章　　選　　挙
第18条　富山県病院薬剤師会定款第15条第3項に定める会長及び監事並びに日本薬剤師会から委託を受けて選出する代議員及び補欠の代議員の選挙を公正、円滑に行うために選挙管理委員会(以下「委員会」という)を設ける。
第19条　委員会は選挙管理委員(以下「委員」という)をもって構成する。
第20条　委員の数は５~１０名とする。
第21条　委員は役員会において選出する。
第22条　委員会は委員の互選により委員長、副委員長を選出する。委員長は委員会を代表して主宰し、副委員長は委員長を補佐し、必要に応じて委員長の職務を代行する。
第23条　委員の任期は2ヶ年とする。ただし、再任は妨げない。
第24条　委員長、副委員長の任期は委員と同一とする。ただし、いずれかが欠損となった場合は、あらためて委員の互選により委員長、副委員長を選出する。この場合の任期は前任者の残任期間とする。
第25条　委員会は選挙日の前30日までに、選挙の種類、立候補の届出期日、届出先など必要事項を会誌に掲載等により公表しなければならない。
第26条　自ら会長及び監事の候補者になろうとする者は立候補届(様式２)と略歴書(様式３)とを前条公示に従い委員会に提出しなければならない。

　2　自ら代議員及び補欠の代議員の候補者になろうとする者は立候補届(様式10)と略歴書(様式３)とを前条公示に従い委員会に提出しなければならない。
第27条　他人を会長、監事、代議員及び補欠の代議員の候補者に推薦する場合は、候補者ごとに５名以上の正会員連署の推薦書(様式４)と被推薦人の承諾書(様式５)及び略歴書(様式３)を前条と同様に委員会に提出しなければならない。

第28条　委員会は前二条届出書類を審査し、適格と認めた者につき、その氏名を正会員に公示する。

第29条　第26条第２項及び第27条に定める代議員又は補欠の代議員の立候補を辞退する場合は、辞退届（様式11）を委員会に提出しなければならない。
第30条　本規則で定める諸届出用紙は、富山県病院薬剤師会事務局が保管する。
第31条　立候補者、推薦候補者及び推薦者は選挙日前４ヶ月以上正会員であったものに限る。
第32条　委員会は投票用紙など選挙に必要な物品を調達管理し、選挙事務をつかさどる。選挙終了後　　　は当選者に対し、当選証書を交付しなければならない。
第５章　　表　　彰
第33条　会員の表彰に関しては、以下のように定める。
第34条　会員に対する表彰及びその基準は、次の通りとする。
　(1)　通算２０年以上本会の会員であったもの
　(2)　通算３０年以上本会の会員であったもの
　(3)　通算１０年以上本会の役員又は代議員を務め、本会に功労のあったもの
　(4)　病院薬学・臨床薬学に関する調査・研究に関して本会の発展に貢献したもの
第35条　表彰は、総会にて行う。但し総会で行えない場合には、富山県病院薬剤師会が主催する
　　　　集会等で行う。
第36条　表彰は、表彰状並びに副賞としての賞品又は賞金を授与するとともに、会報に掲載することによって行う。
第37条　副賞として贈与する賞品又は賞金は、次のとおりとする。
　　　２０年会員表彰　　　　図書券　細則第34条の(１)に該当
      ３０年会員表彰        図書券  細則第34条の(２)に該当
      功労会員表彰　　　　　賞状・副賞(３万円程度の記念品)
    　 (功労表彰の基準)
          富山県病院薬剤師会に対して長年にわたり貢献した会員・元会員
　　　　　役員会で毎年３名以内を選出し、総会で表彰する。
          １５年以上の会員を対象とし、再度の選出は行わないものとする。
　　  学術会員表彰　学術貢献賞　　　賞状・副賞(３万円程度の記念品)
　　　 (学術表彰の基準)
          学会・研究会での発表、論文の投稿、雑誌への投稿等で活躍した会員後援会・研修会での活躍も考慮する。役員会で毎年２名以内を選出し、総会で表彰する。
          １０年以上の会員を対象とし、１０年以内に再度の選出は行わないものとする。
第38条　毎年３月３１日現在で、会員表彰(２０年、３０年)に該当する会員を事務局が調査し、役員会で承認を受けた者は総会で表彰する。
第39条　毎年３月３１日現在で、功労表彰に該当する会員を役員会で調査・審議したのち承認を受けた者は総会で表彰する。
第40条　毎年３月３１日現在で、学術表彰に該当する会員を役員会で調査・審議したのち承認を受けた者は総会で表彰する。
第41条　表彰決定者には、会長が表彰決定通知書(様式９)を送付する。
第42条　表彰の日付は原則として、表彰状の交付日とする。
第43条　表彰状は原則として、総会において会長から交付する。
第６章　　慶　　弔
第44条　会員の慶弔に関しては、以下のように定める。
第45条　会員の死亡した場合には遺族に対しての弔意は次のとおりとする。
　　　　　　香料　　１０,０００円及び弔電
　　附　則  １　この定款細則は、平成７年５月２０日から施行する。
            ２　この定款細則は、平成８年５月１８日から施行する。
            ３  この定款細則は、平成１０年５月９日から施行する。
            ４  この定款細則は、平成１１年５月２２日から施行する。
            ５  この定款細則は、平成１２年５月１３日から施行する。
            ６  この定款細則は、平成１３年５月１２日から施行する。
            ７　この定款細則は、平成１４年５月１１日から施行する。
            ８  この定款細則は、平成１４年６月１４日から施行する。

　　　　　　９　この定款細則は、平成２０年３月１２日から施行する。

10 この定款細則は、平成２２年６月３０日から施行する。

11 この定款細則は、平成２４年６月５日から施行する。
12 この定款細則は、平成２４年７月２４日から施行する。

13 この定款細則は、平成２５年３月１６日から施行する。

14　この定款細則は、平成２６年４月２５日から施行する。

　　　　　　15　この定款細則は、平成２７年５月３０日から施行する。
　　　　　　16  この定款細則は、令和元年５月２５日から施行する。
　　　　　　17　この定款細則は、令和２年６月２５日から施行する。
　　　　　　18　この定款細則は、令和４年５月２８日から施行する。
旅費内規   出張を命ぜられた会員には旅費を支給する。　ただし、出張要請元が旅費の全部または一部を負担する場合は、その差額を支給する出張旅費としては、交通費、日当、宿泊料を支給する。
         交通費：原則としてJR特急指定席の実費を支給（領収書を添える）
         日　当：５，０００円×日数　　　　　　　宿泊料：１０，０００円×宿泊日数
様式1　名誉会員推薦書
	　　　　　　　　　　　　　
　名誉会員推薦書

　富山県病院薬剤師会

　　　会　　長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤務先

　　私は、富山県病院薬剤師会定款　　　　　　条に基づき、上記の者を名誉会員に推薦いたします。

　　令和　　年　月　日

　　　　推　薦　者

　　　　富山県病院薬剤師会　　　　年　　　月　加入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　


様式２　立候補届
	　　　　　　　　　　　　　　　　　立　候　補　届　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

富山県病院薬剤師会

選挙管理委員会　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤務先　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印

私は、富山県病院薬剤師会定款　　　　条に基づき、平成　　年　　月　　日に行われる選挙に
　あたり、　　　　　　に立候補しますので所定の書類を添え届出します。




様式３　略歴書
	　　　　　　　　　　　　　　　　
　　略　歴　書

氏　　　名

現　住　所　　〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎

勤　務　先　

　同所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎

富山県病院薬剤師会

　加入年月　　　　　　年　　　　月

　学　　歴　　（大学入学以後の学歴を記入）

　薬剤師免許登録番号　　第　　　　　　　号

　同上　　登録年月日　　　　年　　　月　　　日

　職　　歴

　富山県病院薬剤師会その他

　関連団体役員歴




様式4　推薦書
	　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　推　薦　書

　富山県病院薬剤師会

　選挙管理委員会　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　被推薦者氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　現　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　勤　務　先

　　　私たちは、富山県病院薬剤師会定款　　条に基づき、平成　　年　　月　　日に行われる

　　選挙にあたり、上記の者を　　　　　に適任と認め所定の書類を添えて連署を以て推薦いた
します。
　　令和　　年　　月　　日

　　　　　推薦者（５名以上）

　　　　　　　　富山県病院薬剤師会　　　年　　月　　加入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印




様式５　承諾書
	　　　　　　　　　　　　　　　　
　承　　諾　　書

富山県病院薬剤師会

　　選挙管理委員会　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤　務　先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名

　　私は、富山県病院薬剤師会定款　　　条に基づき、令和　　年　　月　　日　に行われる

　選挙にあたり、　　　　　　　　　氏ほか　　　　名の推薦により　　　　　　　　　　の

　候補者になることを承諾いたします。




様式９　表彰決定通知書

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山県病院薬剤師会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　表彰決定通知書

　　　　　　　　　　下記のとおり表彰が決定しましたので通知します

記

　　1.　表彰区分　　　□　　２０年会員表彰　　　　□　　３０年会員表彰

□　　功労会員表彰　　　　　□　　学術会員表彰
　　2.　表彰年月日及び場所




様式10　立候補届

立　候　補　届

　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　富山県病院薬剤師会選挙管理委員会　御中

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がな),名)　　　　　　　　　　　　　　㊞

施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ（部署）　　　　　　

富山県病院薬剤師会役職　　　　　　　

病院、診療所、介護保険施設勤務年数　　　　　　　　年

生年月日　　　　　年　　　月　　　日　生　（　　　歳）　

卒業大学　　　　　　　大学　　　　　年卒業
会員番号　　　　　　　　　　　　　　　

私は日本病院薬剤師会の定款・定款細則を確認の上、日本病院薬剤師会総会の議決に責任を持つことを誓約し、日本病院薬剤師会代議員選挙（補欠の代議員選挙）に立候補いたします。

様式11　辞退届

辞　　退　　届
　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　富山県病院薬剤師会選挙管理委員会　御中

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がな),名)　　　　　　　　　　　　　　㊞

施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ（部署）　　　　　　

会員番号　　　　　　　　　　　　　　　

私は日本病院薬剤師会代議員選挙（補欠の代議員選挙）に立候補いたしましたが、辞退いたしますので届け出ます。


